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発達障害児の 地 域生活支援の課題 につ い て

　地方の 中核都市A市の保護者の 意識調査か ら
一

高橋　　実

　本研 究は、地方の 中核市A 市での 障害児支援 シ ス テ ム の 分析及 び発達障害児の 母親

へ の ア ン ケ
ー トの 分析 を通 して、発達障害児の 地域生活支援の 課題 を明 らか にする こ

とを目的に行われ た 。 発達に課題がある と指摘され た時の 心境の 分析か ら、母親の 心

配や苦労 に共感す る とともに 、母親以外 の家族全体へ の 理解を促す支援 が必要で あ る

こ とが わか っ た 。 また セ ル フ ・ヘ ル プ ・グル ープが もっ と も大きな支え となっ て い た 。

親が最 も大変だ っ た時期 は 1歳か ら 3歳 までで あ っ た 。 その 内容 は、子 ど もの 多動や

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 問題 、 粗暴 な行動で あ っ た 。 その 際 、 障害認定が な くて も、い

つ で も子 ど もの 成長に 沿っ て
一貫 した相談がで きる総合的専門機 関や

一
時保護サービ

スが 求め られて い るこ とがわか っ た 。
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1．問題 と目的

　2004年に発達障害者支援法が成立 し、自閉症、

ア ス ペ ル ガー症候群その 他の 広汎性発達障害、

学習障害、注意欠 陥多動性障害な どの 発達障害

の 子 どもの 支援 の 問題が ク ロ
ーズア ッ プされ、

発達障害の ある人や 家族が地域社会にお い て安

心 して 生活で きる ような支援体制の 整備 が 目指

され つ つ ある （大神 ， 2008）。 しか し、発 達障

害者支援法 で は 、従来 、 DSM −R で 含め られて

以来、日本 の 多 くの研究者がその カテ ゴ リ
ー

に

含め て い た精神遅滞 （黒川 ，2007） をの ぞい た

定義が な され、こ れが広が っ た ため 、違和感を

もつ 研 究者 （中田 ， 2009） もある 。 発達 障害の

定義 に 対す る違和感 は、こ の よ うに精神医学的

に は 、知的障害を含 めた概念 で あ っ た もの が 、

知的障害を除い た障害 を想定 して 定義され たに

もかかわ らず 、 自閉症や広汎性発達障害は知的

障害を伴 う場合 もあ る概念で あるためで ある 。

福山市立女子短期大学

　しか も、発達障害者支援法に お け る発達障害

の 定義は、知的障害者福祉法等で は 、 救えな い

知的 に高機能で も発達 の 困難をかか えた 発達障

害児者 を救 うた めに便宜上 法律内で定義 された

法律用語で あるが 、 その 定義が 学術的定義で あ

る か の よ うに 国民 に広 ま っ た こ とに も問題が あ

る と思われる 。

　発達障害の 用語に つ い て 文部科学省は、2007

年の 「『発達障害』の 用語 の 使用 に つ い て」の

通知の なかで 、 「『発達障害』の 範囲は 、 以前か

ら 『LD 、　 AD 〆HD 、 高機能 自閉症等』 と表現 し

て い た 障害の 範囲 と比較す る と、高機能 の み な

らず自閉症全般 を含むな どよ り広 い もの となる

が 、高機能以外の 自閉症者 につ い て は 、 以前か

ら、また今後 と も特別支援教育 の 対象で あ るこ

とに変化 は な い 。 」 と して 、 発達 障害支援法 の

発達障害 の 用語 に知的障害伴 う自閉症や 広汎性

発達障害を含む もの として 整理 して い る 。

　また厚生労働省は、従来の 知 的障害児に加え

て 知的障害の な い 発達障害児 も含め た早期か ら
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の 支援体制 を整 える ため、「障害児 支援 の 見直

しに 関す る検討会」 （2008年報告） を行 い 、新

た な障害児支援サ
ービ スの あ り方を検討 しつ つ

ある 。

　杉 山 （2007）は、虐待等にお け る環境要因が

脳の 機能の 発達 に大 きな影響 をあたえる とい う

近年の 医学 的知見や増 え続 ける発達障害児の 数

の 多さを鑑みて 、環境要因か ら くる心因性の 情

緒障害と脳 の 機能障害 に伴 う器質性の 障害の 区

別の 見直 し及び障害か 正常か と い う二 者択一的

区別の 見直 し と い う2つ の 意味で 、療育 シ ス テ

ム の パ ラ ダイム 転換の 必要性 を指摘 して い る。

　そ して 大神 （2008）は 、 糸島プ ロ ジ ェ ク トと

い う地 域 縦 断 的 な発 達研 究 の なか で 、杉 山

（2007）の 主張や WHO が 2001年に提起した国際

生 活機能分類 の 心 身機能、活動 、 参加 と い う生

活機能の 3 要素間 の 相互作用 の 影響 な ど も考慮

し 、 発達障害の 早期支援 の ため の 生活モ デ ル型

の 発達支援 を提起 して い る 。 こ の 支援モ デ ル は 、

障害の 確定以前か ら 、 地域特性を生か した独 自

な早期発達支援シ ス テ ム づ くりと従来 の 障害児

支援 とを有機的 に つ なげて い く取 り組み で あ

る 。

　そ こ で 本研究 は、地方の 中核都市A 市の 知的

障害児を含む発達障害児に生 活モ デ ル型 の 発達

支援 を行 うシ ス テ ム を構築す るた め 、 A 市の 障

害児支援 シ ス テ ム の 特性を調査 した上 で 、そ こ

で生活す る発達に課題が ある と指摘 され た子ど

も （身体障害や 先天性の 障害を除く）の 保護者

の 心境や 生活支援 ニ ーズの 調査を行い 、 今後 ど

の よ うな配 慮や シ ス テ ム が 求め られて い る の

か、その 課題 をさ ぐる こ とを 目的 と し た 。

き取 り調査 （2009年 7 月実施）を行い 、自立 支

援協議会発達 支援部会で 作成 した 「子育て 資源

ガ イ ド」、就学後 に つ い て は 、 就学指導委員会

資料 、 教育員会の ホーム ペ ージの 公表デ
ー

タを

もとに 整理 した 。

　（2） ア ンケ
ー

ト調査

　  ア ンケー トの質問内容

　障害者総合相談窓 口 の 児童の担当相談員 、 障

害 児通 園施 設児童 デ イサ ービ ス セ ン ターの 園

長、療育を考える親の 会 などか ら予備 的に聞き

取 り調査 を行い 、Table 　1 の よ うな質問項 目を

作成 した 。

　  配布先 ・配布期間

く配布先〉

・発達 障害児 を中心 と した親の 会 B の 保護者

　 （結成か ら約10年）
・障害児通 園 施設 （知的障害児通 園施設 2 園 、

　児童デ イサービ ス 2 園、難聴幼児通 園施設に

　通 う発達障害児）の 保護者

く配布期間〉

・2008年 10月〜12月

　  　配布数 ・回収数 ・回収率

　配布数 は 143部 、 回収 数は 101部、回収率は 、

70．6％ で あ っ た。

Table 　1　ア ン ケ ートの 質問内容

質問内容

2．研究方法

　（i） 地域の障害児支援シス テ ムの 聞き取 り調

　　査

　ア ン ケ
ー

トに よる支援や施策 ニ ーズが どの よ

うな現状か ら もた ら され る の か を 明確に す るた

め 、 A 市 にお け る障害児の 公 的な支援 シ ス テ ム

を整理 した 。

　就学前の シス テ ム に つ い て は、 保健所 へ の 聞

1 ．子 ど もの 年齢 ・性 別 ・課 題 の 有無

2 、発達 に課 題 が あ る子 ど もの 所属

3 ．親 の 年齢 ・家族 形態

4 ，ア ン ケ
ート記入 者

5 ．発 達 に課題 が ある と伝えられた時期 と内容

6．発達 に課題 が ある と伝え られた機関

7．発達 の 課 題 の 指 摘 の 具体例 とそ の 時 の 心境

8 ．医 療機 関 に よ り発達 に か か わ る 何 らか の 診断 を受

　 け た か

9 ．診 断 を受 け た医療機関名 ・障害名 ・診断時の 年齢

10．育 て て い く中で
一

番大変 だ っ た時期 とそ の 悩み

IL 悩 ん だ時 に ど うい う人 の どの よ うな働 きか けが 支

　 えに な っ たか

12．今後、家庭へ の 支えに な る施策 と して ど の よ うな

　 機関が ほ しい か
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　  　倫理的配慮

　ア ン ケ
ー

トを配布す る こ とで 、 保護者が傷つ

くこ とが ない よ う、配布する対象を、日ごろ保

護者に接 して い る障害児通園施設職員 と親の 会

の 役員 に 目的を伝 え 、 障害の 認知が で き て い る

と思われ る 人の み に 配布を依頼 した。また、発

達障害 とい う言葉は用 い ず 、 すべ て 「発達の 課

題」 と して尋ね た 。

  分析方法

　得 られ たア ン ケ
ー トデ

ータをエ ク セ ル にすべ

て入力 し処理 した 。 自由記述の デ
ータ は、筆者

が臨床経験 を もと に KJ法 の 分類 方法 を参 考に

して カテ ゴ ラ イズ して整理 した。

3．結果 と考察

　（2） A市の障害児支援システ ムの 分析

　A 市は、中国地方の 中核市で 人口約46万 人の

工業都市 で ある 。 1998年か ら中核市に 移行 し、

市立保健所が 開設された 。 現在の 乳幼児健診シ

ス テ ム は 、 こ の 頃か ら少しずつ 整備 されて い っ

た 。 障害児の 支援 シ ス テ ム で特徴 的なの は 、 古

くか ら開設 されて い る障害児施設を擁する社会

福祉法人が 3 か所、県立の 重症心身障害児施設

が 1 か所あ り、 2 つ の 社 会福祉法人が 知的障害

児通園施設、難聴幼児通園施設を開所 し、 県東

部地域 の 療育 シ ス テ ム を共同 で構築 して きた点

で あ る 。

　そ して 、 お お よその 守備範囲 と して 中
・重度

の 知的障害 を伴 う発達障害児は、知的障害児通

園施設で 、 中 ・重度の 知的障害を伴わ な い 発達

障害児は、難聴幼児通園施設 と児童デ イサ ービ

ス 事業、保育所の 障害児保育事業な どで役割分

担が な され 、連携 して 療育 ・保育が行 われ て き

た 。

　そ の ため 、Fig．　1 の 1 歳 6 か 月児健 診 、 3 歳

児健診、健診後の 親子教室 、 小児総合相談に各

障害児施設の 職員が かか わ り、 保健 師や 医師と

共同で健診 ・
フ ォ ロ ーを行っ て い る 。 また公立

保育所 ・幼稚園に各 4 か所の こ とば の 相談室が

置か れて い る こ と もA 市の 特徴 で あ るが、 こ の

こ と ば の 相談室 の 保育士 も乳幼児健診後 の 親子

教室 に参画 して い る 。

　また公立の 保育所が68か所 あ り、 非常 に多い

の が特色 で あるが 、 公立保育所で は独 自の 障害

児保育研修 シ ス テ ム をもっ て お り、ブ ロ ッ ク ご

と に 任命 さ れた 障害児保育担当保育士が 、障害

児通 園施設で の 実習や研修 を行 い 、中心的に障

害児保育を担 うと同時に他の 保育士 の 相談に も

の る シ ス テ ム を構築して い る 。

　近年 、 公設民営で 知的障害児通 園施設 1 所 と

児童 デ イサービ ス 事業 2 所が 新た に開設 され、

療育機能が充実 した 。

　医療機関 は、小児科 を擁する国公私立 総合病

院が 4 か所、重症心身障害児施設の 外来診療部

門あるが 、常駐 の 発達 障害の 専 門医がい ない こ

とが 、 現在の 課題で ある 。 現在、発達障害の 診

断を受ける た め に は 、 近隣の 県立 大学附属診療

所や 隣県の 療育セ ン タ
ー

に行 く必要があ り、半

年か ら 1 年待ち と言われ て い る 。

　市 内に 、 県立 の 児童相談所があ り、 障害児の

相談には大 きな役割を果た して い る 。

　就学にあた っ て は、教育委員会の 就学相談 、

就学指導が行われて い るが、近年相談が急増 し、

きめ細か な相談
・支援 が行 い に くくな っ て い る

現状が ある。

　就学後は 、 小学校80校に、知的障害児特別支

援学級56学級 、 自閉 ・情緒特別支援学級44学級、

肢体不 自由児学級 1 学級、難聴特別支援学級 1

学級 、言語通級指導教室 7 学級 、 情緒通級指導

教室 8 学級が開設 され て い る 。 近年の 発達障害

児の 急増 に伴い 情緒の通級指導教室の 増設が続

い て い る こ とが 特徴で ある 。 市内に は、知的 2

校、肢体不自由1校、計 3 校の 特別支援 学校 が

あ る 。 通常学校 と の 交流 や相談 ・支援の 連携 充

実が今後の 課題で ある 。

　中学校 は36校あ り、 知的特別支援学級 27学級 、

自閉 ・情緒特別支援学級 18学級、難聴特別支援

学級 1学級 、 LD ・AD ！HD 通級指導教室が 2 学

級開設され て い る 。 小学校に比べ 、特別支援教

育の 理念 の 浸透が途上 にあ り、通常学級 に在籍

す る発達 障害児へ の 適切な教育 ・支援シ ス テ ム

の 構築が 課題で ある 。
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乳
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期

乳児
一

般健康診査
・4か 月健康診査

〔市内の 小児医療機関く 70か所〉に委託1

保健師による家庭訪問 ・乳 幼児相談

（保健所1所．支所保健福祉 課 4所　保健福祉

担 当 1所 ）

9か月健康 相 談

（保健所1所．支所保健福祉課4所

　　保健福祉担当 1所 ）

小児総合相談 〔身体面〕
（小 児科医 ・理 学擦法士 ・

保健師
・

栄 養．L｝

1蔵 6か月児健康 診査

（保健 所 1所 、支所保健福祉課4所

　　 保健福祉担当1所丿

要経過
観 察

プレ療育相鹸

〔心理相談員・保育士保健師｝

要精密

検 査

3歳児健康診査

（保健所 1所 ．攴所 保 健福祉課4所

　　　保 健福 祉担 当 1珮

小児総合椙談 （精神 面｝

〔小児科医・心理相談員・保健師〕

療青相談 （親子教 室）
心埋 相談員

・
保育士 ・

保健師

（6か所
・llグ ル

ー
プ〕

児童相談 所

県東部管轄

　 1か所

医療 機関

（4総合 病院 ・1重症
心身障害児施設｝

療育慨関
知的障害児通園施設2か所
難聴幼児通園施 設 1か所

重症心身障害児施設1か 所
知的障害児施設2か所

児童デイサービス 3か所

障害者総合棍談室

子とも発達相談室

ことばの 相談室
公立 保育所4か所

公立幼稚 園 哇か所

保育所

公立68か所

法 人立 53か所

幼 稚 園

公 立20か所

私立 23か所

就学時健康診断 就学相談 就学指導委員会

小 学校 80校

知的特 別 支援学 級 　　　 56学 級 言 譖通級学級 7学級 〔2校 ．複 数 併設 〕

自閉・情緒特別支援学 級 　44学級 情緒通敵学級 S学級 （3校 　複 数併 設 ）

肢 体不 自由特 別支援 学 級 1学級　難聴学級　　 1学級

中学校 36 校

知 的特 別支 援学級　　 27 学級　難聴特別支援 学 級 　 1学級
自閉

・
情緒特別支援学級 18学級 　LD ・ADHD 通繖学級 2学級

一

Fig．1　 A 市の障害児支援 シ ス テ ム

　 こ の ように A市の障害児支援 シス テ ム は 、 就

学前の 支援 シ ス テ ム か ら 、 就学後の 支援 シ ス テ

ム へ と少 しずつ 充実して きて い るが 、 医療 シ ス

テ ム も含 めた総合的で長期的な総合相談 シ ス テ

ム の構築や 、非常に た くさん ある保育所 ・幼稚

園 ・小中学校の 発達障害児に対す る支援 シ ス テ

ム の 充実が大 きな課題 であ る 。 また 、 高等学校

に お い て は 、 特別支援学校 以外 の特別 な支援シ

ス テ ム はで きて お らず、今後の 課題であ る 。

　（2） ア ンケー トの 結果と考察

　  子どもの年齢 ・性別 ・課題の 有無

　回答の あ っ たア ン ケー トの子 どもの なかで 、

ダ ウ ン 症の よ うに生 まれ てす ぐに障害がわか る

子 ど もを除 き、発達障害 また はその 可能性の あ

る子 どもの 回答を基礎 データ と した 。

　回 答 の あ っ た ア ン ケ
ー

トで の 全 子 ど も数 は

Table　2 に示す ように 180人 （平均年齢7．1歳）で 、

うち課 題 が あ る と 回答 され た子 どもは 119人

（平均年齢6．9歳 、 範囲 3 歳〜17歳）で あ っ た 。
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Table　2　課題 の ある 子 どもの 内訳

子 どもの 条件 人数 比 率 （％ ）

全子ども数 180 100

課題 が あ る と され た 子 ど も数 119 66．7

課題 の ある男児 94 52．2

課題 の ある女児 26 ユ4．4

Table　3　 発達 に課題があ る と され た 子 ど もの 所属

子どもの 所属 人数 比 率（％ ）

通園施設 4537 ．8

保育所 ＋ 通 園施 設 1210 ．1

小学校通級学級 1210 ．1

児童 デ イサービ ス 8 6．7

小学校特別支援学級 8 6．7

幼稚園 ＋ 通園施設 4 3．4

特別支援学校 4 3．4

小 学校通 常学級 3 2．5

中学校通級学級 3 2．5

高等学校 3 2，5

保育所 2 1．7

幼稚園 2 1．7

中学校通常学級 2 1，7

中学校特別 支援学級 2 1．7

小学校通常学級＋児童 デイサービス 1 0．8

無 記 入 の た め 不 明 8 6，7

合　計 119100 ，0

名） と一
番多 く、障害児通園施設と保育所の 平

行通園が 10．1％ （12名）、小学校 （通級 指導教

室）10．1％ （12名）で児童 デ イサ
ービ ス 、小学

校 （特別 支援学級 ）は それ ぞれ 6．7％ （8 名）

で あっ た 。

　  　子どもの所属別 の指摘年齢、診断年齢、

　　 診断 を受 けた比率

　 Table　4に発 達に 課題があ る と指摘 され た 年

齢、診 断年齢、診断を受けた比率を示 した 。 全

体で は 、指摘年齢の 平均が 2歳 11か月 、 診断年

齢の 平均 は、 4 歳 7 か月、診断を受けた比率は

75．7％ で 、 指摘か ら診断まで の 期間は、平均 1

年 8 か 月で 、 障害が 比 較的重 い と考えられ る特

別支援学校生、障害児通園施設 または デ イサ ー

ビス に所属す る子 ど もが、指摘年齢、診 断年齢

が早 い 傾向に あ っ たが 、 診断比 率は、逆 に低 い

傾向に あっ た 。

　  発達に課題が あると指摘 された年齢 と内

　　容

　 Table 　5 に 示す よ うに 、発達 に課題が あ る と

指摘 された 年齢 は、 1 歳台が 最 も多 く45．9％

（56人） を占め 、 言葉 の 遅れ を指摘 され る場合

が 、 全 体 の 17．2％ （21人 ）、
つ い で 多動 ・

ADIHD9 ．0％ （11人）、発達の 遅 れ 6．6％ （8 人）

で あ っ た。次 に多か っ た の は 、 3 歳代で 20．5％

（25人）で 、言葉 の 遅 れ、 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

Table　4　指摘年齢 ・診断年齢の平均

子 ど もの 所属 年齢 指摘年齢 の 平均 診断年齢の 平均 診断を受けた比率 （％）

全 体 1082 歳 11か 月 4 歳 7 か 月 75．7

障害児通 園施設、また は 児童デ イ サービ ス 512 歳 1か 月 3歳 3 か 月 68．6

小 学生 244 歳 2か 月 5歳11か 月 91，7

保育所
・幼 稚 園、ま た は並行通園 192 歳 5か 月 3歳10か 月 73．7

中高生 106 歳 3か 月 7 歳 2 か 月 70

特別支援学校生 41 歳 6か 月 3 歳 50

告知年齢
・診 断年齢不 明 ll

そ の 男女比 は 、 94 人 ：25 人 、約3．8 ： 1で あ っ

た 。

  発達 に課題が ある子 どもの所属

　Table　3の よ うに 障害児通園施設が 37．8％ （45

が難 しい が それぞれ 3．3％ （4人 ）、社会面 ・対

人関係の 困難 と多動 ・ADIHD が そ れ ぞ れ 2．5％

（3人）で あ っ た 。 続 い て 2歳台が 19．7％ （24人）

で 、 自閉症 （自閉傾 向） 4．9％ （6人 ）、多動
・

一193一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

高橋　　実

Table 　5 発達 に 課題があ ると指摘 された年齢 と内容

　　　　　（重複あ り）

年齢 課 題 人数 （人 ） 割合 （％ ）

言葉 の 遅 れ 21 17．2

多動
・AD ／HD ユ1 9．0

発 達 の 遅 れ 8 6．6
対 人 関係 の 課 題 5 4．1
自閉症 ・自閉傾 向 3 2，5

1 歳
視 線 が あ わ な い 2 1．6
運 動面 の 遅れ 2 1．6

社会性 に 乏しい 1 0．8

眠 らない 1 0．8

能力 の ア ンバ ラ ン ス 1 0．8
無記入 1 0．8
合　計 56 45．9

自閉症 （自閉傾向） 6 4．9
多動 ・落ち 着きが ない 4 3．3
精神発達遅滞 （知的障害） 4 33
は っ き りと言 わ れ な か っ た 3 2．5

2歳
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 能 力 が 乏 しい 2 ユ．6

共感性 が 乏 しい 2 1．6
対人関係 の 遅 れ 1 0．8
こ だわ りが 強 い 1 0．8
言 葉 が 遅 い 1 α8

合　計 24 19．7

言葉の 遅れ 4 3．3
コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン が 難 しい 4 3．3
社 会 面 ・対 人 関 係 の 困難 3 2．5
多 動 ・AD ／HD 3 2．5
発 達 （知 的 な ）の 遅れ 2 1．6
自閉症 （自閉傾向） 2 1．6

3歳
広汎性発達障害 1 0．8
情緒に 課題が ある 1 0．8
場 面絨 黙 1 0．8
排 泄の 遅 れ 1 0．8
年齢よ り幼い 1 0．8
発達に か た よ りが あ る 1 0．8
こ だ わ りが 強 い 1 0．8
合 　 計 25 20．5

4 歳
発 達 の 遅 れ 1 0，8
合　計 1 0．8

集団生 活が 難 し い 2 1．6

5 ・6歳 （就学前）
イメ

ージ （想像）が つ きに くい 1 0．8
保育所 で 指先 の 不 器 用 さか ら発 達 相談

を勧 め られ た
” 1 0．8

合　計 4 3．3
多動 ・AD ／HD 4 3．3

小 学生 LD 2 1．6
多弁 1 0．8
合 　 計 7 5，7
不 明 5 4．1
総合計 122 100．0
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Tabte　6　 保護者が医療機 関で 指摘 （説明） された診断名

診断名 件数 割 合 （％ ）

未診断 ・不 明 31 26．1

広汎性発達障害 19 16．0

自閉症 14 ユ1，8

ア ス ペ ル ガ
ー
症候群 9 7．6

AD ／ HD 8 6．7

知的障害 ＋ 自閉症 8 6．7

知的障害 ÷ 広汎性発達障害 5 4．2

知的障害 と思 われ るが 診断名 を告 げ られず 5 4，2

自閉傾向 5 4．2

LD 4 3．4

発達障害 3 2，5

高機能 自閉症 2 1，7

知的障害 2 1．7

場面緘黙 1 0．8

発達性運 動協調 障害 1 0．8

精神発達遅滞 1 0．8

高機能広汎性発達 障害 1 0．8

合　　　計 ll9 100．0

落ち着 きがな い 、精神発 達遅滞 （知的障害）が

そ れ ぞれ、3．3％ （4 人）で あ っ た 。

　次 に 多か っ た の は小 学 生 に な っ て か らで 、

5．7％ （7 人）、で 多動 ・ADIHD とLD を指摘 さ

れた子 ど もが それ ぞれ 3．3％ （4 人）、1．6％ （2

人）であ っ た 。

  医療機関で保護者 に指摘 された診断名

　医療 機関で保護者に指摘 され た診断名で
一番

多か っ た の は、広 汎性発 達 障害 で 、16．0％ （ユ9

人）、 次に 自閉症 ll．8％ （14人）、 ア ス ペ ル ガ
ー

症候群 11．8°／。 （9 人 ）の 順 で あ っ た 。 また 未診

断また は未記入 の た め 不明が 26．1％ （3ユ人）で

あ っ た 。

　  発達に課題 があると指摘 され た機関

　Table　7 で わ か る よ うに、子 どもに何 らかの

発達の 課題 が あ る こ とを指摘 される機 関は、保

健所で の 1 歳 6 か 月児健診が 、最 も多 く21．8％

（44人）で 、次が 難聴幼児通園施 設外 来相談の

12．4％ （25人）で 、 続い て小児科医院9．9％ （20

人 ）、以 下 児童相談所8．9％ （18人）、 知的障害

児通 園施設発 達支援セ ン タ
ー8．4％ （17人） と

続 い て い る 。 重複 回答 もあ り、 保護者は複数の

機関に相談 に訪 れて い る こ とが推測 される 。

　  発達に課題がある と指摘 された保護者の

　　相談経過

　そこ で 、 発達の 何らかの 課題 を指摘 された保

護 者が ど の よ うな相 談経路をた どっ て い るか

を、自由記述の 回答 をもとに まとめ て み た もの

が 、 T 乱ble　8 で あ る 。

　こ の 結果 をみ る と、保健所 の 1 歳 6 か 月児健

診を経て 、親子教室で 経過観察を受け、児童相

談所、障害児通 園施設、児童デ イサービ ス 、 保

育所 な どに つ なが る事例 （38例、45．8％）が も

っ とも多 い こ とがわ か る 。 次 に保育所か らの 指

摘で 相談、医療機 関に つ なが る事例 （11例 ，

13．3％ ）が 多 く、 3 歳児健診、医療機 関 、 小学

校 か ら支援 に つ なが っ た 事例 が それぞ れ 8 例

（9．6°／，）で あ っ た 。 また障害児の 通 園施設 に連

れ て こ られ た き ょ うだい 児が 相談 に つ なが っ た

事例が 5例 （6．0％） あ り、 比 較的多 い こ とが

わ か っ た 。 保護者が 直接相談 に 出向い て 支援に

つ なが っ た事例 は 2 例 （2．4％ ） に過 ぎず 、 少
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Table 　7 発達 の 課題 （障害）を指摘され た機関

　　　（重複 回答あ り）

発達 に課題がある と指摘された機関 人数 割合 （％）

1 歳 6 か 月児健診 44 218

難聴幼児通 園施設外来相談 25 12．4

小 児科 医 院 20 9．9

児童相談所 18 ＆9

知的障害児通 園 施設発 達 支援セ ン ター 17 84

県立 大学付属診療所 11 54

市内総合病院 9 4．5

無記入の た め 不明 8 4．0

保育所 8 4．0

3歳児健診 8 4．0

児童 デ イ サービ ス 7 3．5

障害児通 園 施設 （種類 不 明） 5 2，5

保健所親子教室 3 1，5

市外総合病院 3 1，5

小学校通級学級 の 先生 2 1．0

重 症 心 身障害児施設外来相談 2 1．0

就 学相談 2 1，0

耳鼻科医院 2 1ρ

隣県国立 大 学病 院 1 0，5

幼稚園 1 0．5

小学校特 別 支援学 級 教 員 1 0．5

障害児 の 自助グル
ー

プ 1 0．5

作業療法師の 先生 1 0．5

こ とばの 教室 1 0L5

子 育 て 支援 セ ン ター 1 0．5

県内国立 精神医療 セ ン ター 1 05

合 　　　計 202 100．0

なか っ た 。

　  指摘の具体例 とその時の心境

　指摘 を受けた 時 の 心境で は Table　9 の 通 りで

シ ョ ッ ク を受けた 19．1％ 、 不安 にな っ た 8．8％ 、

受け入れ られなか っ た4．4％ で 、否定的に受け

止 め た 人が 32．4％ で あ っ た 。

一方 納 得 した

14．7°／。 、 ほ っ と した 13．2％ 、安心 した 5．9％ で肯

定的に 受け止めた人は 33．8％ で あっ た 。

　Table　9 を受 けて否定的 に受け止 め られ た言

葉の 共通点 と、肯定的に受け止め られた 言葉の

共通点 を自由記述 に もどっ て み て み る とシ ョ ッ

ク を受けた人に は将来、未来に希望 の な い 「治

らない 」「小学校 に 入 っ て ウ ロ ウ U する」な ど

の 否定的で 将 来に見通 しが持て な い 、状態像を

簡単に指摘す る の み で詳 しい 説明が な い 対応を

受けた と感 じた とい う共通 点が あ っ た 。

　
一

方、「ほ っ とした」、「安心 した」 とい う対

応の 共通点は 、 今 まで の 苦労 を認め て 、「お 母

さん の せ い で はない よ」 と自分の 子育ての せ い

で は ない か と い う母親の 不安を解消 し、保護者

の 心配や 苦労 に共感する とともに 、 具体的な社

会資源や対応 をア ドバ イ ス する ような言葉か け
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Table 　8　 発 達に課題がある と指摘 された保護者 の 相談経過

最初の相談支援機関 第2の相談支援機関 第 3 の 相談支援機 関 第 4 の 相談支援機 関 件数 割 合 （％ ）

1歳6か月児健診 ⇒
保健所窺子教室

〔保健所小児総合相謝
⇒ 児童相談 所 ⇒ 障害児通 園施 設 16 19，3

1歳6か月児健診 ⇒
保健所親子教室

（保健所小児総合相謝
⇒ 児童相談所 障害児通園施設⇒ 特別支援学校 1 ユ．2

1叢6か月児健診 ⇒
保健所親子教室

褓健所小児総合相諷
⇒ 児童デ イサ

ービス 13 15．7

1歳6か月児健診 ⇒
保健所親子教室

（保健所小児総合相談）
⇒ 保育所 ＋ 通 園 施 設 5 6．0

1歳6か月児健診 ⇒
保健所親子教室

褓健所小児総舗 讖
⇒ 児童デ イサービス ⇒ 障害 児通園施設 2 2，4

1歳6か月児健診 ⇒
保健所親子教室

〔保健所小児飴 相談）
⇒ 障害児 通 園施設 外来相談 1 1．2

保健所が

第一相談

支援機関

で あ る事

例

1歳6か月児健診 ⇒
重症 児外 来で の

歩行 訓練
⇒

障害児通 園施設 （または

保 育所 との 並 行通園）
3 3，6

王歳6か月児健診 ⇒ 3歳 健診 ⇒ 保 育所 ⇒ 障害児通園施設 1 12
1歳6か月児健診 ⇒ 3 歳 健診 ⇒ 医療機関 ⇒ 障害児 通園 施設 1 1．2
1歳6か月児健診 ⇒ ことばの相談室相談室 ⇒ 医療機関 ⇒ 障害児 通園施設 1 1．2

必 53．0
3歳 児健診 ⇒ 医療機 関 ⇒ 保育所 ＋ 障害児通園施設 3 3，6

3 歳児健 診 ⇒
保健所親子教室

（保健所小児縁合相談）
⇒ 児童 デ イサ

ービス 4 4．8

3歳 児健 診 ⇒ 子育て支援センター ⇒ 障害児通園施設 1 1．2
⇒ ⇒ 8 96

保健所専門相談 ⇒ 児童デイサ
ー

ビス ⇒ 1 1．2

合　　　　計 53 63．9

保 育所 が 保育所 ⇒
保健所偲童相談所

障害児通園外来相談
⇒ 保育所 ＋ 障害児通園施設 5 ⇒ 通 繖 学 級 2 2．4

第
一

相談

支援機 関

で ある 場

保育所 ⇒ こ とばの 相 談室 ⇒
保健所 ・児童 相談所 ・障
害児通 園外来相談

⇒ 保育所 ＋ 障害児通 園施設 2 2．4

合
保育所 ⇒ 医 療機 関 ⇒ 小学校通 級学級 1 1．2

保育所 ⇒ 障害児の親へ の相談 ⇒ 通園 施設 外来相談 ⇒ 小 学校通級学 級 1 1．2

合　 　 　 計 11 13．3
医療 機 関
が 第

一
相

談 支援 機

駆
あ る

医療機関

（小 児科）
⇒

保健所専 門相談

（保健所小児総合相談）
⇒ 障害児通 園施設 4 4．8

医療襯 幢 婦人稗 ⇒ 医療機関（小児科） ⇒ 障害児通 園施設 4 4．8

合　 　 　 計 8 9，6

小学校 が

第
一
相談

支援機 関

である場

合

小学校 ⇒

通園施設外 来相

談・医療機 関・特
別支援学級担任

⇒ 特 別支援 学級 3 3．6

小学校 ⇒ 医療機関 ⇒ 通級学級 3 3．6

小学校 ⇒ 児童 相談所 ⇒ 医療機 関 ⇒ 通級 学級 2 2．4

合　　　 計 8 9、6

き ょ うだ

い 児を き

っ か けに

した相 談

障害児通 園施

設・児童デ イの

きょうだい 児を

通して

⇒

障害児通 園施設
・
児童デ イ サ

ー
ビ ス

5 6、0

他市の療育センター ⇒ 障害児 通 園 施 設 1 12親 が 直 接
相 談 機 関
を 探 し て

相 談 し た
場 合

障害児通園外

来相談
⇒

公立幼稚園＋

ことばの 相 談室
1 1．2

児童相談所 児童相談所子育て広場 ⇒ 児 童相 談所 障害児通 園 施設 1 L2

総　 　 　合 　 　　計 83 100．0

に 共通点が見出され た。

  育てて い く中で
一
番大変だ っ た時期とそ

　　の悩み

　Table10は
一番 大変だ っ た時期 とその 悩 み に

つ い て である 。 4歳未満の時期で
一番大変 だっ

たの は 、 多動の 問題で 、次 は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン の 問題で あ っ た 。 3番 目は 、 粗 暴な行動で 、

2 歳か ら 4歳 に か けて増 える傾向がみ られた 。
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Table　9　 子 どもの 発達 の 課題 を指摘 された時 の 心境

内容 具 体 例 人 数 （人 ）割合 （％ ）

気づ い て い たけれ どもシ ョ ッ クだっ た 。 4
医師の 冷た い 口調 に シ ョ ッ ク を受け た 。 3

シ ョ ッ ク を

　受 け た

普通 じゃ な い 生 活 に な る こ とが シ ョ ッ クだ っ た。 2
ほか の 子 と違 うと言 われ て シ ョ ッ クだ っ た。 2

ス ッ キ リ した けれ どもや は りシ ョ ッ ク だ っ た。 2

小　計 13 19ユ

気づ い て い たが 子 ど もの 将来が 不 安 に な っ た。 3
周 囲 の 子 と明 らか に違 っ て い たの で 不 安 だ っ た。 1

否定

32，4％ 不安 に なっ た
こ れ か らの 人生を考える と不 安 に な っ て 何 もす る 気が 起 きな くな

っ た 。

1

覚悟 は して い た が 自閉症 の 知 識が なか っ た た め、子 ど もの 将来が

不安 で涙 が 出 た。
1

小　計 6 8．8
受け入 れ なくて は い けない とは思 い つ つ も受け入れ られ な か っ た。 1

受け入れ られ

　 な か っ た
まだ幼 い か ら障害とは 結び付 け た くな か っ た。 ユ

よ くな る と信 じて い た。 ユ

小 　 計 3 4．4
気 づ い て い た の で や っ ぱ りな と思 っ た。 8
遅 れ が あ る と言 わ れ る た び に そ うな ん だ と改 め て 感 じ た。 2

納得 した 小　計 10 147

気 づ い て い た の で や っ ぱ りとい う思 い と療育が 受けられ る よ うに

なる の で ほ っ とした。
1

子どもの 様子 の 違い に 悩ん で い た の で 原因が 分か っ て ほ っ と した、 4

肯定

33．8％
ほ っ と した

気づ い て い た の で 白黒は っ きりして 良か っ た。 3

自責に 悩まされ て い た の で 原因が 分か っ て ほ っ と した。 1

小　計 9
自分の 育て 方で 子どもが こ の ような状 態 に な っ た の で は ない と分

か っ て 安心 し た 。

2 13．2

安心 した 医師 に ア ドバ イ ス をもらい 安心 した。 ユ

悩み を打 ち明 け られ る人 が 見 つ か り安心 した。 1

小　計 4 5．9
も っ とは っ きり説明 して ほ しか っ た。 ユ

言葉が出なか っ た。 1

その 他

33．8％
その 他

お どろ い た。 1

不 明 11

空 欄 9
小　計 23 33．8

総 　合　計 68 100．0

就学後 は、集団 にな じめ な い
、 学習 に つ い て い

け な い 、い じめ など教育の 集団内で の 悩 み に変

わ る とい うこ とが分か っ た 。

　  悩ん で い た時に どん な働 きかけが支 えに

　　 な っ たか

　まず、家族 の 支 えの 内容をTablel1に ま とめ

た 。 支 えが 「あ る」 と答え た 回答は 、 63．9％

（76 人 ）で あ っ た 。 しか し、無記 入 も含 め、

36．1％ （43人）の 回答 で は 、 協力 して もらえな

か っ た、理解 して くれ なか っ た 、 支えが なか っ

た、あ る い は支えの 内容が 思 い つ か ず、 無記入

で あ っ た 。

　母親の 子育て に対す る
一番の協力者は父 親で

あ り、 次に母方の 祖父 母や き ょ うだ い 、つ い で

父 方祖 父 母 や 子 ど も の き ょ うだ い な ど で あ っ

た 。

　次 にTablel2で 家族以 外の 支 えに つ い て 調 べ

た 。 家族以 外の 支えが 「あ る」 と した回答 は、
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発 達 障害児の 地 域 生 活支援の 課題に つ い て

Table 　10　 発 迷 の 誄 題 の 指 揃 の さ れ 万 ど心 撹

年齢 困っ た内容 件数 具 体例

多動 の 問題 8 目 を離す と どこ か へ 行 っ て し まう。
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 4 子 ど もに対 して ど うしてや れ ばい い の か分 か らない 。

2歳未満 粗暴な行動 3 顔を叩 く ・暴 れ まわ り髪を引 っ 張 る。

叫ぶ ・癇癪 3 食事をす る と き、道 具が うま く使 え な い と癇癪 を起 こす。

睡眠障害 3 とにか く夜眠 らなか っ た 。

小　計 21 22．3％
多動の 問題 15 呼ん で も帰 っ て こ ず、その まま走 っ て 行 っ て しまう。

2〜4歳未満 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 9 人 との 関 わ り方が 全 く分か ら なか っ た 。

粗 暴 な行動 7 顔 を叩 く ・暴れ まわ る 。

小　計 31 33．0％

粗暴 な行動 4 暴 れ て 手 が つ け られ な か っ た。

4歳〜就学前 叫ぶ ・癇癪 2 気性 が 激 しく、大 声 を出 す。怒 る と家 を飛 び出 す。

多動 の 問題 2 多動傾向に よ り、保育園で の 活動が うま くい か な い 。

小　計 8 8．5％

集 団 に な じめ ない 3 集団行動がで きず、与えられた 課題に 取 り組む こ とが 難 しい 。

就学後 学習 につ い て い け な い 3 学校 の 学習に つ い て い けない 。

い じめ 34 〜5年の こ ろ、い じめ に あっ た 。

多動 の 問題 2 動 きが 激 し く、人 の 意 見 が 耳に 入 りに くか っ た。

粗暴な行動 1 カ ッ となる と衝動的に物 を投げ、人 を け が させ る。

小　計 ユ2 12．8％

粗暴 な行動 1 高 い 所からとん だり、気 に 入らない と物を投げた りする 。

頼 る人 が い な い 1 近 くに相談 で きる 人もい なか っ た 。

診断され る まで
睡眠障害 ユ 子 ど もの 睡 眠障害が ひ ど く、毎 日 0 〜2 時間程度 し か 眠 れ なか っ た。

集団 に な じめ な い ユ 不 登 校 に な っ た。

小 　計 4 4，3％
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 5 言葉が なか なか 出ず、コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ンが 取 れ ない 。

粗暴な行動 4 崩 れ て しま うと、立 ち直 る まで に時 間が か か る の で 大変 。

年齢不明 多動の 問題 3 い きなり怒 り出 した り、泣き出 した り、逆 ギ レす る 。

こ だわ り 3 真剣 に聞 き入 れ て くれ る 人が い な い 。

周囲の 理解 3 集団が 苦手で パ ニ ッ ク に な る。

小　計 18 11．9％

合　計 94 100，0％

96．0％ （121 人）で 、「な い 」 と した 回答は 、

4 ％ （5 人 ）にす ぎず、家族 の 支 えの な さの 比

率 と比 べ 対照的で あっ た。家族以外の 支えで
一

番多 か っ た の は 、 同 じ経験 の ある母親で 38．8％

（47人） が 、 回答 した 。 次 に多か っ た の は、障

害児通 園施設の 職員で 32．2％ （39人 ）で 、つ い

で保健師、 友人 、 その 他の 専門職 で あ っ た。母

親の 子育て の 大変さを共感的に 聞 い て くれ、子

どもの 障害特性 を十分わか っ た上 で 、 日々 の 生

活の なか で 、指導や 支援 して くれ る人材が 、 母

親の 大 きな支えにな っ て い る こ とが わ か る 。

　  今後 の家庭の支え となる為に期待する施

　　策 ・機関

　今後家庭 の 支 えとなる ため に期待す る施策 ・

機関に つ い て たずね た 自由記 述 をTable13 に 、

まとめ て みた 。

　全体的にみ る と、発達障害の 専門医を市内で

増 や して ほ しい とい う回答が 11．8％ （14人 ）で

もっ とも多 く、
つ い で 大人に なる まで

一
貫 して

相談で きる機関、い つ で も個別相談で きる機関

が 10。1％ （12人）ず つ で 多 か っ た 。 全体 的に医

療 も含め た総合 的で、ラ イフサ イク ル に沿 っ て

一
貫 して相談で きる専門機関 を求め る回答が多

か っ た 。

　就学前で は 、保育所 ・幼稚園で の 研修 ・専門

性 の 充 実 を求め る 回答が 5。9％ （7 入）で 最 も

多 く、次い で療育手帳や 診断が な くて も利用で

きる療育機関が 5．0％ （6 人）、療育施設及 び職
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Table　11　家族 の 支 えの 内容

支え 内容 家族の 関係 人数 具体例

父 親 23
・父 親が 休 み の 日や 、仕事 か ら帰 っ て くる と子 ど も

と の 時 間 を作 り、一
人 に な る 時 間 をくれ た 。

母 方祖母 4
・母 方 祖 母 が 家 事育 児 を手伝 っ て くれ て い る。また、

子 ど もを預 か っ て くれ る。

協力 して くれ た
母方祖父母 4 ・母方祖父 母 が体を張 っ て 子 どもと接 して くれ た。

家族 2
・母 親 だ け が 考 え．る の で は な く、家族 が 共 に 考 え協

力 して くれ た 。

無記入 2 ・児童 デ イサ
ービ ス へ 子どもを送迎して くれた 。

父 方祖 父 母 1 ・父方祖父母 が 兄弟の 面倒を見て くれ る。

きょ うだ い 1

父親 13
・父 親 が 不安 な 気持 ち を 聞 い て くれ た 。 い っ し ょ に

考えて くれ た 。

家族 2 ・
家族が相談に の っ て くれ た 。

母 の 姉 2 ・姉 が 共感 し て くれ た 。

話 を聞 い て くれ た 長 男 1 ・ス ト レ ス の 発散に な っ た 。

父 方祖父 母 2
・父 方祖父 母 に よ り 自分 の 気 持 ち に 整 理 をつ け る こ

とが で きた。助 言 して くれ た。

あ る

63．9％
母の 姉 1 ・

福祉の 専門家 と して 助言して くれ た 。

その 他 1 ・理 解 を し よ うと し て 、話 を聞い て くれ た 。

父親 3 ・父親が 障 害の ない 子 ど も と同様に可愛が っ て くれ る。

母 方祖父 母 3
・
母方祖母 が一

緒 に 様予を見なが ら、改善方法、付

　き合い 方を考えて くれた 。

父方祖父 母 2 ・父方祖父母が 前向きに考えて くれ た。

理解 して くれ た
子 ど もの き ょ うだ い 2 ・我慢 して くれ た

母 の きょ うだ い 1
・母 方き ょ うだ い が 障 害 を 受 け 止 め て 可 愛 が っ て く

れ た 。

母方祖父 母 1
・母 方祖 父 が で き ない こ と に 目 を向けず出来 る こ と、
出 来 た こ と をす ご く褒 め て くれ た 。

父 親 1 ・実家 にか えらせ て も らっ た

や さ しい 言葉か け
父 親 4

父 親 の 言 葉
・「ど うい う障害だ っ て 、うちの 子 に 変わ りは ない 。

　か わ い い じゃ ろ、一
緒 に頑張 ろ う。 」

・
「焦 る な11長い 人生の なか に はい ろい ろあ る」

・
「あまり深 く考え込むな」

・
「息子 は 息子 だ か ら、障害が あ っ て も こ の 子 が 毎

　 日楽 し く過 ご し て くれ る と い い ね」

小 　 　 　 　計 76 63．9％

家族 6 ・子育 て に 対す る否定。
協力して くれなかっ た 父親 5 ・

真剣 に 考えて くれ なか っ た。
父 方祖母 3 ・責任を母親 に押 し付 け、療育 に 反対 す る。

な い

36．1％
父 親 3 ・障害を受 け止 め られず 、個 性 と と らえ て い た。

理 解してくれなか っ た 家族 1 ・母親 の子 育 てが 原 因 だ と言 わ れ た。

母方祖 父 母 1 ・「そ ん な孫 は い らん」と言わ れ た。

支 えが なか っ た 5 ・特に な し。
無 記 入 19

小　　　　計 43 36．1％

合　　　　計 119
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発達障害児 の 地域生 活支援 の 課題 に つ い て

員の 拡充 と療育機関 の 利用延長 を求め る回答が

それぞれ 、 4，2％ （5 人）で あ っ た 。

　学齢期 にお い て は、すべ て の 学校に通級指導

教室の 設置を期待する 回答が 5．9°／。 （7人）で も

っ とも多 く、
つ い で 学校で の 障害児理解対応 の

改善 を求める 回答が2．5°
／。 （3 人） で あ っ た 。

　 日常生活にか かわ る施策で は 、 療育手帳が な

くて もシ ョ ー トス テ イ ・一時預か りがで きる こ

と を求め る 回答が 2．4％ （4 人） と最 も多 く、

次 い で 障害児の ス ポ ーツ ・活動の 場 を求め る回

答が 1．7％ （2人）であ っ た 。

　成人期の 施策で は、就労支援を求め る回答が

4 人 （2．4°f。）と最 も多か っ た 。

Table　12　家族 の 支 えの 内容

　　　 （重複 回 答あ り）

支え 内容 支えて くれ た 人 人数 具体例

同 じ経 験 の あ る母 親 32

障害児通園施設職員 24

・
健診後 、 保健師さん が 話 を 聞い て くれ た こ とで、

病院 で 診断 を受け る こ とが で き、 療育 、 デ イ サ ー

ビ ス が あ る こ とを知 り、通園で きて 、先生方 、 保

護者の 方 と話が で きた こ と 。
保健所の 保健師 7

友 人 4
・通 園時 もお 母 さん と 話 し て い る だ けで ス ト レ ス 発

散に な っ た。話 （相談） を聞い

て くれ、共感して

くれ た た こ と
医療施 設 職 員 2

・同 じ よ うな悩 み を も つ お 母 さ ん た ち と の お し ゃ べ

　りで 、情報交換 をした り、励 ま しあ っ た り、心 の

支 え に な っ て い る 。小学校担任 1

中学校担任 1
・療育を始 め て か ら は 、先生 方 に 相談す る こ と、他

の お 母 さ ん 方の 体験を　聞 くこ とで と て も気持 ち

が楽に な っ た。保育所の 保育士 2

Web の サ イ ト 2 ・同 じ よ うな悩 み の 人 との 交流、情報交換

ある

96．0％

仲間が で きた こ と 同 じ経験 の ある 母親 15

・
悩み を 打 ち 明 け る こ とに よ っ て 気持 ちを分か っ て

　もら える し、一緒に い ろ い ろ と考え て い け る 。仲

間が で きる と精神 的 に も楽 に な れ る 。 追い 込 まれ

ない。ス トレ ス も発 散 で きる。

周囲の 人 5 ・み ん な 「応援 して い る よ」 と言 っ て くれ た。

理解して くれ た 友人 2
・周 りの 友人た ちもと て も力 に な っ て くれ、話を聞

い て くれ た り、子 ど も の ペ ー
ス に 合 わせ て くれ た

　り と、周 りに助けて くれ る 人 た ちが た くさ んい る 。幼稚園教諭 1

や さ しい 言葉か け
障害児通園施設職員 4

・「お 母 さ ん た ちは と て も頑張 っ て お ら れ るか ら、

が ん ば っ て ください 、と は 言えない ん で す よ。自

分 で も自分をほ め て あげて くだ さい 。」 とい う言 葉

が け

保健師 1

障害児通 園施設 職員 11 子 ど もの 養育へ の 助 言、精神的サ ポ
ー

トなどを受けた。

指導や支援を受けた
OT．　ST．小児科医、

心療内科医、看護師

小学校教諭　各 ユ

6 カ ウ ン セ リ ン グ や専 門 的 支援 を受 け た

講演会などの 勉強会 ユ

小 　　　　計 121 96．0％

ない

4，0％

支 えが な か っ た 3

・周りの 人た ちに相談 して も 「怒 らんけ え じゃ ろ」や、

　「ち ゃ ん と しつ けせ ん け え よ」 と批判 され る ばか

　りだ っ た 。

相談で きなか っ た 2 ・他 人 に は相談 で きなかっ た 。

小　　　　計 5 4．0％

総　　合　　計 126 100．0％
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高橋　　実

　（3） 発達障害児の地域生活支援ニ ーズの総合

　　的考察

　発達障害児の 地域生 活支援 ニ ーズ は、まずは、

発達の 課題が早期 に発見 され 、適切な指摘が な

される と共 に、母親以外の 家族を含め た子 ど も

の発達の 課題ある い は 障害に対す る理解 を促す

支援が 、 非常に重要で ある こ とが 明 らか にな っ

た 。

　Table　5 か らわか る よ うに、言葉の 遅 れ 、多

動 、 視線が あわ な い 、対人 関係 の 課題 などか ら 、

1歳 6か 月児健診 で発見が可能な発達障害児 も

多い
。 しか し 、 Tablc　9 か らわ か る よ うに、保

護者 の こ こ ろは不安で揺れ て お り、 指摘 の 仕方

によ っ て は否定的に受け止め られる場合 も多 い

（32．4％ ）が、その 不安や 子育て の 大 変さ に共

感 し、明確 な発達的課題 を提 示す る とともに、

支援の ため の 具体的な社会資源 の提示 、 将来 の

展望 な どを明確 に 示す慎重 な指摘があれば肯定

的 に受 け止め られる場合 も33，8％ と同 じくらい

ある こ とが わ か っ た 。 したが っ て 指摘 の 仕方に

よ っ て その 後の 支援 の 方 向性が大 き く変わ る可

能性があ り、 乳幼児の 発達 を支援する専門職に

対す る 、共同 の 障害理解、事例検討、指摘方法

な どの研修、研究シ ス テ ム の 構築が必要 なの で

は ない か と思われる 。

　 また 、 Tablellか らわか る よ うに、今回の よ

Tab ［e 　13 家庭 へ の 支 えとな る た め に 期待す る 施策 ・機関

　　　　 （重複回答あ り）

内容の カ テ ゴ リ
ー

具体的 内容 人 数 割 合 （％ ）

保育所 ・幼稚 園 の 研 修 ・
専門性充実

・
情報提供 7 59

手帳や 診断が な くて も利 用 で きる 療育施設 6 5D

療育施設 ・職員の 拡 充 5 4．2
就学前の 施策 ・機関 保育園 並 み に療育時問を延長 して ほ しい 5 4，2

も っ と早期か ら利用で きる療育施設 4 3．4

乳幼児健診の 充実 3 2．5
発達障害児も安心 して 利用 で きる子育 て支援機関 2 1．7
発達障害の 専門医を増や す 14 11．8
大 人 に な る まで 慣 して 相談で きる機関 12 10．1

専門医療
・
相談機関の 充実

い つ で も気軽 に 個 別 相 談 が で き る機関 12 1α1
専 門的総合相談 機 関 ・窓 口の 拡 充 8 6．7
休 日で も家庭訪問 して 助 言 して くれ る専門家 5 4．2
発達障害の 理解を促す機 関 3 2．5
すべ て の 学校 に通 級 学 級 の 設 置 7 5．9
学校で の 障 害児 へ の 理 解

・
対応 の 改善 3 2．5

小学生 も利用で きる児童 デ イサ
ービ ス 2 1．7

学 齢期の 施 策
障 害児専門の 放課後児童 ク ラ ブ 2 1．7
学 校 と家族の 問に 入 っ て くれ る 機関 1 0．8

学校支 援員の 充実 1 0，8
中 学 校 の 障 害 児 へ の 理 解 1 0．8
自 閉症 専 門の 学校 1 0．8

療育手帳の ない 子の シ ョ ートス テ イ ・一時 預 か り 4 3．4

障害児の ス ポー
ツ ・活動の 場 2 1．7

日常生活 にか か わ る施 策 入院中の 付添い 制度 1 0．8
個別 に サ ポー

トで きる ケ ア サ ポ ー
タ
ー制 度 1 0．8

障害児を育て る母 子 家 庭 へ の 支援制度 ユ 0．8
就労支援制度の 充実 4 3，4

成人 期の 施策 親か ら 自立で きる寮 ・作業所の 充実 1 0．8
障害者自立支援法 の 改 善 1 0，8
合 　 　 　 　 計 119 100．0
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発達障害児 の 地域生活支援 の 課題 につ い て

うに療育機関に所属 し、 障害認知 がで きて い る

と思 われ る ア ン ケ
ー

ト協力者で す ら、家族の 理

解が な い と感 じる保護者が36．1％ に もの ぼ る こ

とか ら、発達障害児の 子育 て の 困難 さ の 大 きな

課題の ひ とつ が、家族全体 の 障害理解 の 促進で

ある 。 母 親の 障害理解だ けをすすめて もその 家

族が子 どもの 障害を理解 して い なけれ ば、母 親

は家族 と子 どもとの 間で板挟みの よ うな心境 に

な り、 精神的に孤立 して し まう。 した が っ て 、

両親面接や家族面接、家庭訪問など家族全体 へ

の ア プ ロ
ーチ の 視 点が 必 要 で ある こ とが わ か

る 。

　 またTable12か ら 、 同 じ経験のあ る保護者 と

の 出会 い を保障す る こ とが 、苦 しみ を分か ち合

い 、共感 しあ える もっ と も大きな支援 であ る こ

とが わ か っ た 。 療育施設の 職員が 、 次 に支えに

な っ て い る資源で ある こ とがわか っ たが、その

背景には 、子 どもの 障害特性を理 解 し、子育 て

の 大変さに共感 し 、 子育て の 展望 を示す と共に、

毎 日の 通 園の なかで 困 っ たこ とを相談で きる機

能があるか らで ある こ とが 、推測 され る。

　 Table10か らわか る よ うに 、発達障害児 の 子

育て の 大変 さは 、 多動や 粗暴行為 、 癇癪 、 不 眠 、

対人関係 の 問題な どの 行動上 の 問題に ある 。 こ

れ らの 問題 に保護者 は日 々 悩み 、 苦 しい 子育て

を強い られて い る 。 した が っ て その 支援ニ ーズ

は 、Tablel3で わか る よ うに 、い つ で も気軽 に

個別相談がで きる場所、一時的に子 ど もを預か

っ て もらえ、休息が得 られ るサ
ービ ス 、 家庭 訪

問 して相談支援 して もらえるサ
ービ ス 、大人に

なる まで継続して相談がで きる場所で あ る 。

　そ して Tablellか らわ か る よ うに 、発達 障害

児 の 保護者は、指摘 を受 けて か ら 、 複数の 機関

に相談に訪れ 、子 どもの課題 を探 ろ うと努力す

る 。 したが っ て 、 地域 で の 各機関の 連携 、 ネ ッ

トワ
ー

クが非常に大切で ある 。 そ の 点で は 、 A

市 の 乳幼児健診に 地域 の 療育機関 の 職員や 公立

保育所の 職員が参画 して い る こ とは継続的支援

に 有効に機能 して い る の で は な い か と思 わ れ

る 。

　 また 、 保護者が、わが子の発達 の 課題や 障害

を認知し、 適切 な療育 ・教育を行える よ うに な

る た め に は、医学的診断 も重要で ある 。A 市内

に 発 達障 害 の 専 門医が い な い に も関 わ らず、

Table　4 か らわか る ように 回答者の 診断比率が

75．7％ と高い 水準に あ っ た の は 、母親以 外 の家

族 に発達の 課題や 障害 を理解 して も らい 、療育

や特別支援教育 などの 専門的支援 を受ける必要

性が あっ た ため だろ うと推測 され る 。

　発達障害児 の 支援 の 開始 の ピーク は、 1 、 2

歳 か ら 3 歳 に か けて の 時期に ある と思 われ る

が 、 次の ピークは 、 就学前後にある と思 われ る 。

したが っ て、就学相談 、 就学指導 、 その 後 の フ

ォ ロ ーア ッ プ の シ ス テ ム が課題なの で は な い か

と思われ る。

　今後 は 、 家族や 本人 な ど の イ ン タ ビ ュ
ー

や 就

学前後 の 支援 の 課題や思春期の 課題 な どに つ い

て探 り、就学前か ら就学後にかけて の
一

貫 した

支援 シ ス テ ム に つ い て 考察 して み た い と考え

る 。
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About　the　problem 　of 　the　regio 皿al　life　support 　of 　the　developmental 　disorder　chi且d

　　 ：From 　the　consciousness 　survey 　of 　the　parents　in　a 　local　e  re 　city　A 　city

Mineru 　TAKAHASHI

　To　clarify　the　problem　of　the　regional　life　support 　of　the　developmental　disorder　child 　through 　the

analysis 　of 　the　handicappod　child 　support 　system 　in　a　local　core　city　A　city　and 　the　analysis 　of　the

questionnaire　to　nlother 　of　the　developmental　disorder　child
，
　the　present　study 　was 　done．　From 　the

analysis 　of 　the　frame　of　mind 　to　mothers 　when 　they　were 　pointed　out 　that　there　is　a　problem　in　child

development，　it　has　been　understood 　the　importance　of 　sympathy 　with 　mother
’

s　worry 　and 　hardships．

And 　it　has　been　understood 　that　support 　that　urges 　understanding 　to　the　entire　families　other 　than

mother 　is　necessary ．　Moreover
，
　the　selfhelp 　group　was 　the　biggest　support ．　The　time　felt　that　parents

were 　the　most 　serious 　was 　when 　their　child　was 　l−3　years　old．　The　contents 　were 　problems　of　ehild
’

s

hyperactivity　disorder　and 　communications ，　and 　uncouth 　actions ，　In　that　case ，　it　has　been　understood

that　the　synthetic 　specialized 　agencies 　and 　temporary 　protection　service 　in　which 　a　consistent　consulta −

tion　can 　be　done　at　any 　time　according 　to　the　child
’
s　growth　even 　ifthere　is　no 　handicap　recognition

are　requested ．

Key 　Words ：Developmental　disorder　child ，　handicapped　child　support 　system
，
　regional 　life　 support ，

　　　　　 and 　baby　health　examination

Fukuyama 　city　ji血 or　college　for　women
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